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陸上と陸水は密接なつながりを持ち、森林伐採を含む人間活動は森林と水系の関係に大

きな影響を及ぼす。本研究は、その中の湖沼に焦点、を当て、朱鞠内湖を対象に生物地球化学

的物質循環を解析していくモテゃル開発を行った。

朱鞠内湖の特徴として、ダムサイト、湖心部、河川流入部で植物プランクトンを含む生

物相は異なる。また湖心~ダムサイトでは水深が大きく、鉛直方向の違いも重要である。そ

こで水質および浮遊生態系(動植プランクトン)の三次元分布の評価に利用するための流動シ

ミュレーションモデルを構築 ・検証した。

モデルは、エスチャリーに適用されている 3次元レベルモデルとした。駆動力として集

水域からの水の流入と、湖からの流出、風、熱収支から形成される水温勾配を考慮している。

朱鞠内湖を含むほぼ 8kmx 15kmの範囲を水平方向、 100m格子、鉛直 8層に区分して(表面~

第 5層までは 2m間隔、第 6層と 7層は 5m間隔で、 8層目はそれ以深)計算を行う。ここでは

水位変動の小さい 5月'"'"'11月を選定し、データの揃っている 2004年を対象とした。

水温の時系列変動を比較した結果では、 8 l3o 
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'"'"'9月頃までは実測値と計算値は概ね一致す I 25 

る。それ以降は計算値が実測と比較してやや い
低いが、今後、入力条件(重要で現状で精度 |翌日
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が不十分な項目は河川水混、気象条件)の精

度を上げることにより再現性の向上が期待

される。
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図 l水温の計算値と実測値の比較

鉛直方向の物質輸送を検討するために、鉛直拡散係数の感度解析を行い、水温の鉛直分

布を実測値と比較した。その結果、朱鞠内湖の湖心では、鉛直方向の物質混合が循環は非常

に小さいことを示した(図 2参照。鉛直拡散係数として 10-4cm2s-1でほぼ一致、分子拡散係数

の 10-5cm2 S-lに近い値である)。さらに密度勾配を考慮した鉛直拡散係数の計算、瞬間的な

強風を表現できるような時間単位の風速の設定など精度の良い外部条件を与えることにより

再現性は向上した。

このモデ、ルは、平均的なスペックのパーソナルコンビュータで作動し、総合地球環境学

研究所で作業が可能である。計算例として、 2004年の計算結果の夏季の流動ベクトルを図 2

に示した。モデ、ルの計算結果は本研究で、別途に開発した生態系モデ、ルに利用する。またこの

モデ、ルは計算条件を変更することにより、水位変動の小さい一般の淡水湖沼に利用可能であ

る。

8 



自然科学班報告(1)

目 、日『側、一・四..

一…一地…ー
圃帽」・・
・"・ijliiJC| 

。It扉値(5/24)・実..雨M |本町't:l
010  20 30 

O~ 

ピ5 ~= 1~ = 二二:
il5 ト-..~一一一一一一一
咲叩「一・「一一一一一一一一
" ，--.--ーーーーーー
30 ' (2回 4年5~ 5t.2) 

国

鉛直拡散係数(1cm2 S-I) 

鉛直拡散係数(10-4cm2 S -1) 

図 3朱鞠内湖の流動計算結果(8月表層の例)

第平成 17年度、

図 2水温鉛直分布の比較(St.2) 
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